
2024 年金価格の上昇要因 

経済的要因、地政学的要因、市場動向などが複雑に絡み合っています。 

中央銀行の金購入とドル離れ 

中央銀行の金購入は、2024 年も引き続き金価格を支える主要な要因でした。特に新興市場

の国々——例えば中国、ロシア、トルコ——が外貨準備の多様化を進めるため、積極的に

金を購入しました。World Gold Council の報告によると、2024 年の中央銀行による純購入

量は前年と同程度かやや増加し、1,000 トン近くに達したと推定されます（World Gold 

Council Central Bank Gold Reserves Report）。これは、米ドルの依存を減らし、経済制裁

への備えとして金を選ぶ動きが続いていることを示しています。 

金供給の制約と生産動向 

金供給面では、2019 年をピークに金鉱山の生産量が頭打ちになっています。業界協会や鉱

業会社の予測（Gold Production Forecast 2024） 

によれば、2024 年も生産量は安定か微増にとどまり、新たな金鉱山の発見はほとんど進ん

でいません。これは、既存の鉱山の効率低下や探査コストの上昇が背景にあります。供給

が限定的な中、需要が増加することで価格が押し上げられる構造が続きました。 

安全資産としての需要と地政学的緊張 

2024 年、地政学的緊張が金価格を支える重要な要因となりました。ウクライナ紛争や中東

の紛争、米中間の緊張など、投資家がリスクを避ける動きが見られました。これにより、

金は伝統的な安全資産として再評価され、需要が増加しました。経済見通しに関する報告

（[Global Economic Outlook 2024] 

(https://www.imf.org/en/Publications/WEO/Issues/2024/01/30/world-economic-outlook-

update））によれば、グローバルな不確実性が依然として高く、これが金の需要を後押しし

ました。 

 

インフレと FRB の金融政策 

インフレ率は 2024 年も多くの主要経済国で目標を上回り続けました。国際金融機関のデ

ータ（Inflation Rates in Major Economies 2024）によれば、米国のインフレ率は 3%前後

で推移し、投資家がインフレヘッジとして金を求める傾向が強まりました。また、FRB の

利子率政策が金価格に影響を与えました。2024 年後半には利子率引き下げが予想され、こ

れが金の魅力を高めました。低い利子率環境では、金のような無利子資産の機会費用が減

少し、投資家にとって魅力的になります。 



個人・機関投資家の需要 

個人レベルでは、特にアジア市場での金需要が強かったです。インドや中国では、宝飾品

としての需要が堅調で、投資目的の金購入も増えました。Hedge Fund Research の分析

（Hedge Fund Activity in Gold Market 2024）によれば、ヘッジファンドもインフレヘッ

ジやポートフォリオの多様化を目的に金を買い増し、価格を支えました。 

デドル化と中国の金購入 

デドル化のトレンドは緩やかながらも進行中です。2024 年、アメリカ国債の外国投資家保

有割合はさらに低下し、31%以下にまで下がりました（US Treasury Holdings by Foreign 

Investors）。これに伴い、金へのシフトが進み、特に中国では民間人の金購入が目立ちま

した。中国ではドル預金が制限されているため、金をドル代替資産として購入し、必要に

応じてドルに換える動きが見られました。これは、2024 年の金需要をさらに押し上げまし

た。 

暗号通貨市場の影響 

暗号通貨市場は 2024 年も不安定で、投資家の信頼が回復しないまま推移しました。市場

分析（Cryptocurrency Market Performance 2024）によれば、ビットコインやその他の主

要暗号資産は変動が大きく、投資家がより安定した資産である金にシフトする傾向が見ら

れました。この動きは、金価格の安定した上昇を支えました。 

その他の要因：貴金属市場との比較 

他の貴金属（銀、プラチナ、パラジウム）の価格動向を比較すると、金は 2024 年に特に強

いパフォーマンスを示しました。金融ウェブサイトのチャート分析（Gold Price Chart 

Analysis 2024）によれば、金は他の貴金属を上回る上昇を見せ、これは金の安全資産とし

ての独自性が評価された結果と考えられます。 

市場予測と専門家の見解 

トップアナリストの予測（Gold Price Forecasts for 2024）によれば、2024 年の金価格上昇

はファンダメンタルズに支えられており、引き続き強気見通しが支配的です。専門家は、

中央銀行の購入や地政学的リスクを主要なドライバーと指摘し、価格がさらに上昇する可

能性があるとしています。 

  



 

 

表：2024 年金価格上昇の主要要因と影響度 

要因 影響度 詳細 

中央銀行の金購入 高 新興市場の積極的な購入で需要増加 

金供給制約 中 生産量の頭打ちで供給が限定的 

地政学的緊張 高 安全資産需要の増加 

インフレと FRB 政策 中 インフレヘッジと利子率引き下げ期待 

個人・機関投資家の需要 中 アジア市場の堅調な需要 

デドル化と中国の金購入 中 ドル代替としての金購入が増加 

暗号通貨市場の影響 低 投資家の金シフトが一部見られる 

この表は、各要因の影響度を高・中・低で評価し、2024 年の金価格上昇にどのように寄与

したかを示しています。 

 

結論 

2024 年金価格の上昇は、中央銀行の戦略的購入、供給制約、地政学的リスク、インフレヘ

ッジ需要など、多角的な要因によって支えられました。特に中国の民間人による金購入

は、予想外の需要源として注目されます。今後もこれらの要因が金価格を支える可能性が

高いと考えられます。 
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